
【内容目標】曲線の方程式や媒介変数で表された関数も微分できるようになろう。

�ⅰ�　�\ I� [ �　　�～　陽関数（H[SOLFLW�IXQFWLRQ）

�ⅱ�　�I� [��\  ��　～　陰関数（LPSOLFLW�IXQFWLRQ）

□曲線の方程式と導関数

　　（陰関数の微分法）
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例題７＋D）次の方程式で定められる�[�の関数�\�について， G\

G[
�を求めよ。
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このように媒介変数（パラメータ）を用いて

表現された状態を媒介変数表示という�

（�W�は�[�と�\�の橋渡し役になる）
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$�における接線

接線の傾き�
�

W

�W

�W

□曲線の媒介変数表示と導関数
　放物線� �\  �[�は，次のように媒介変数表示される。
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　この式は，放物線� �\  �[�上の原点以外の点�� 
�W ，�W �における接線の傾きを表している。
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まとめよう

　曲線の媒介変数表示と導関数について，次のことが成り立つ。

　　曲線の媒介変数表示と導関数
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　一般に，座標平面上の曲線�&�の媒介変数表示が，媒介変数を�W�として与えられたとき，この媒介

変数表示が�[�の関数�\�を定めると考え，� G\
G[
�を求めることができる。

放物線の媒介変数表示 楕円の媒介変数表示

例題８）[�の関数�\�が，W�を媒介変数として，次の式で表されるとき，
G\

G[
�を�W�の関数と

して表せ。
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練習２８）関数�\ �([，\ ��([ �をそれぞれ微分して，いずれの場合も�
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あることを確かめよ。

練習２９）次の方程式で定められる�[�の関数�\�について， G\
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章末問題Ａ７）D，E�は正の定数とする。次のことを示せ。
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入試問題）[�の関数�\�が，K�を媒介変数として次の式で表されるとき，
G\

G[
�を�K�の関数と

して表せ。
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